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そこで僕はアプローチを変えてもう一度、松本順、長与専斎著、小川鼎三・酒井シヅ校注『松本順自伝・長与専斎自伝（東洋

文庫  386）』（平凡社、1980年）と鈴木要吾『蘭学全盛時代と蘭畴の生涯』（東京醫事新誌局、昭和 8 年）、日本医事新報社編

『近代名醫一夕話 第 1 輯』（日本医事新報社、昭和 12 年）の記述を読み返してみることにした。現在の松本順（良順）のご子

孫、松本和彦氏とは電話で何度か話をしたこともあるが、松本家も戦災などで古い資料は全て焼失しており、何もないことは知

っていた。 

 すると「この江戸脱出の時良順は家族の者を松

本家累代の墳墓のある府下王子梶原村（今の王子

製紙會社のある處）に移した……」とあり、松本

棟一郎の談話に「王子の直ぐ前は御承知の飛鳥山

だ……」とやはり書かれている。また松本順（良

順）が現在の早稲田大学図書館あたりに蘭畴病院

を建設する際に、山東一郎（直砥）と蘭畴舎と病

院の土地建物をめぐって所有権と金銭上の訴訟を

起こした際の記述にも「……王子梶原村ノ内松本

順抱屋敷有之……」という記述があるのだ。 

このことからもやはり松本順（良順）の抱屋敷 

日本医事新報社編『近代名醫一夕話 第 1輯』（日本医事新報社、昭和 12年）の記述 があった場所は、「王子梶原村ノ内」で飛鳥山の近

く、「今の王子製紙會社のある處」（敷地内）と断

定していいと僕は考えた。そこで今度は王子製紙

について調べてみることにした。すると、ここで

大変興味深い事実が判ったのである。 

王子製紙についての概略は『王子製紙社史』（王

子製紙、2001 年）で押さえた上で、成田潔英『王

子製紙社史. 第 1 巻』（王子製紙社史編纂所、1956

年）を読むと、工場建設地の選定の過程で、各地

の候補地の調査を行い、その結果、陸軍省造兵司

が所有する瀧野川村 138 番地が不用になっていた

ことから、この土地を渋沢栄一から三浦梧楼将軍

に拝借したいと依頼すると共に商法会議所を動かし

て申し込んだのだが、この土地はすでに陸軍省から

内務省に移管が決まっていたためうまくいかなかっ

た。 

するとこのことを王子村の大谷倉之助が伝え聞い

て、王子の繁栄のために同地での工場建築を希望

し、用水及び土地の斡旋方を申し出た。その後、王

子村を最優先候補地として調査、検討を重ね、王子 

鈴木要吾『蘭学全盛時代と蘭畴の生涯』（東京醫事新誌局、昭和 8年）の記述  村百姓総代の金子甚四郎ほか 7 名から東京府知事 

の大久保一翁へ嘆願書を提出することになる。 

この時、王子、十条、豊島の三ケ村の者と用水について示談の斡旋をした人物は、大谷倉之助と鹿島糸器械所（元々は東京傳

馬町の木綿問屋）の鹿島萬平であった。製紙工場を建設するについて最も重要な問題になったのが用水だったからである。 

抄紙会社工場の場所の選定では、谷敬三、櫻井漸、増田安久、鹿島岩蔵らがかかわっていた。 

鹿島岩蔵は横浜で西洋建築の請負業者として実績を上げていた人物で、山東直砥と一緒に東京近郊の土地の選定を行い、候補

地を探し回り、大蔵省にいて抄紙会社工場建設の指導をしていた渋沢栄一に報告していた。 

山東直砥は内務省の官吏から神奈川県参事となった人物（明治 8 年（1875）、神奈川県参事辞職）で、その当時、渋沢栄一の

秘書のような役を果たしていた。そのため神奈川県の定式請負人 3 人のうち 1 人だった鹿島岩蔵とは旧知の仲だったのである。 

また、山東直砥は文久年間より松本良順の食客、門人の 1人でもあり、渋沢栄一、鹿島岩蔵、山東直砥、松本良順と、これら

の人間関係も繋がっていることがこれで判った。（つづく） 

（森重和雄） 

 


